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氏および文献についてご教示下さった呉文哲氏に
深謝する．なお，本報の検視標本は研究のために
当面寺田が保管するが，将来的に（独）農業環境
技術研究所（つくば市）と國立自然科學博物館（台
中市）に所蔵される予定である．また，吉武によ
る調査は日本学術振興会科学研究費補助金（研究
課題番号：25304013；代表者：伊藤元己）の助成
を受けて実施されたものである．
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【短報】愛媛県松山市内で採集されたオオシラホシ
ハナノミ

オ オ シ ラ ホ シ ハ ナ ノ ミ Hoshihananomia pirika 
Kôno は，北海道から九州にかけて局地的に記録さ
れ，本州以南では通常ブナ帯で採集されている．
四国ではこれまで愛媛県川内町（小笠原，1999）
および赤星山（高橋，2004），高知県手箱山および
梶ヶ森（高桑，1978），徳島県美馬市竜王山（和田，
2001）および那賀町（光枝，2009）の記録があるが，
筆者らの 1 人栗原は次のとおり愛媛県松山市内で
本種を採集しているので報告しておく．

2♂♂， 松 山 市 常 光 寺 町（ 標 高 120 m），26. VI. 
2007, 栗原隆採集（神奈川県立生命の星・地球博物

館収蔵予定）．
採集された個体は，丘の頂上部にある弘法大師

像へと続く参道沿いに植えられた，ソメイヨシノ
の生葉をスイーピングしたところ得られた．その
生葉は，参道沿いの広い空間に張り出しており，
木漏れ日がよく当たっていた．

上記の採集地点は，道後温泉の背後に連なる標高
200–260 m の丘陵の一角で，海岸からは 7 km 程度
しか離れていない．ごく最近，南関東でも低標高地
から立て続けに採集されており（八巻，2014；高桑，
2014），低標高地での相次ぐ発見は興味深い．

なお，今回の発表が採集時から数年も遅れたのは，
採集地点がそれまでの常識的な生息環境から大きく
逸脱していたため，念のため雌個体の採集を待って
から分類学的な検討を行おうとしたことによる．残
念ながら，追加個体は得られないままである．

なお，香川県大滝山からは，キラホシハナノ
ミ Hoshihananomia kirai が記録されている（坂口，
1989）が，この種は台湾と八重山諸島に分布が知
られる一方，本種にきわめて似た形態的特徴を持
つ．このため，記録の基となった標本を検してい
ないものの，オオシラホシハナノミの可能性が高
いと考えられる．

末尾ながら，和田（2001）と高橋（2004）の記
録をご教示いただいた藤本博文氏に心からのお礼
を申し上げる．
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